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欧米や中南米，オーストラリアなど海外でも広く使用されています。

　　米国では予防接種諮問委員会（Advisory Committee on Immunization Practices：ＡＣＩＰ）より，小

児を中心に積極的な接種を呼びかける勧告がだされており，平成18年（2006）には２回接種が勧奨される

ようになりました。接種者数は年間約200万人以上といわれています。また，欧州でも生後12～18カ月の

健康小児及び13歳未満の水痘感受性者に対する水痘ワクチンの定期接種導入への準備が始まっており，英

国では新たな接種対象として，医療従事者などで免疫をもたない者への接種も勧められています。

A

Q11 水痘ワクチンは海外でも接種されているのですか。

水痘ワクチンで帯状疱疹を予防できないかという試みが検討されています。海外では高齢者に水痘

ワクチンを接種すると免疫，特に細胞性免疫が増強されるという研究結果が報告され，わが国でも同様の成

績が研究グループによって報告されています。米国では，平成10年（1998）から平成16年（2004）にかけ

て，帯状疱疹の予防や重症化の防止効果に関する大規模臨床試験が行われ，高齢者に水痘ワクチンを接種し，

帯状疱疹の発症と症状が半分程度になることが明らかにされています。（New England Journal of Medicine,

2005）

A

Q10 水痘ワクチンで帯状疱疹は予防できるのでしょうか。

Q 9 水痘の皮内抗原について，具体的に教えてください。

水痘を予防するためには，液性免疫と細胞性免疫の両方が必要とされています。免疫の測定方法に

は免疫粘着赤血球凝集反応（IAHA法）等の血清学的検査と水痘－帯状疱疹ウイルスに対する細胞性免疫機

能を調べるための皮内テストなどがあります。皮内抗原は水痘抗原による皮内テストに用いる診断用抗原で，

弱毒生水痘ウイルス（岡株）をヒト二倍体細胞（MRC-5）で培養増殖させ，その培養液を加熱処理し超遠

心等の操作を加え，TCM-199で希釈した液剤です。水痘の細胞性免疫機能を測定する目的で開発され，市

販されています。皮内テストによる24～48時間後の判定結果は抗体価とよく相関しています。接種方法は，

水痘抗原液0.1mLを皮内に注射し，24時間後に判定します。発赤の直径４mm以下：陰性：（－），発赤の

直径５mmから９mmまで：陽性：（＋），発赤の直径10mm以上：中等度陽性：（＋＋），発赤の直径10mm

以上で硬結に二重発赤を伴うもの：強陽性：（＋＋＋）と判定しますが，24時間後に陰性であった場合は，

さらに48時間後に判定します。

A


